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人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
権
利
で

す
。本

町
が
め
ざ
す
「
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
す
べ

て
の
町
民
が
心
豊
か
で
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
人
権

や
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
を
自
分
の
課
題
と

し
て
捉
え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
人
権
」

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
を

提
供
し
、
自
分
自
身
に
よ
る
「
気

づ
き
」
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

毎
年
、
11
月
11
日
か
ら
12
月
10

日
ま
で
を
「
人
権
を
考
え
る
強
調

月
間
」
と
し
て
、
紀
美
野
町
人
権

委
員
会
、
人
権
擁
護
委
員
、
そ
の

他
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
啓
発

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
の
ぼ
り
の
設
置
（
町
内
各
所
）

◆
街
頭
啓
発　

文
化
セ
ン
タ
ー
11

月
５
日
（
文
化
祭
）、
11
月
27

日
（
農
林
商
工
祭
）

◆
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
展　

文

化
セ
ン
タ
ー　

11
月
３
日
～
11

月
６
日

◆
人
権
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
配
布

※
生
涯
学
習
課
（
℡
４
８
９
―

５
９
１
５
）
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
！

～
女
性
の
人
権
に
か
か
わ

る
問
題
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。
～

期　
　

間

平
成
23
年
11
月
14
日
（
月
）
～
20

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
に
お
い

て
は
、
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

℡
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

※
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
を
め

ぐ
る
各
種
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

℡
０
７
３
―
４
２
２
―
５
１
３
１

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
内
和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
）
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人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

　
　
　
　

11
月
11
日
～
12
月
10
日

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中　

谷　

弘　

子 

氏（
西
野
）

氏
は
、
昭
和
43
年
４
月
か
ら

養
護
教
諭
と
し
て
学
校
保
健
活

去
る
10
月
14
日
、
毛
原
上
集
会

所
新
築
工
事
の
起
工
式
が
、
町
、

地
元
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
、
建

設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
集
会
所
は
、
老
朽
化
が
著
し

い
た
め
、
今
回
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
は
、
木
造
平
家
建

て
、
述
べ
床
面
積
83
・
43
㎡
。
来

年
１
月
末
完
成
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

毛
原
上
集
会
所
　
建
設
へ

10
月
14
日
に
新
築
工
事
起
工
式

動
の
充
実
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

平
成
21
年
３
月
、
長
谷
毛
原
中

学
校
を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し

た
。永

き
に
わ
た
り
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
支
え
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
養
護
教
諭
制
度

70
周
年
を
記
念
し
、
文
部
科
学

大
臣
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。



務
取
扱
〕

　

村
木
一
博
（
消
防
本
部
警
防
課

課
長
、
副
署
長
兼
務
）

副
署
長
兼
警
防
第
1
課
課
長

　

横
出
浩
一
（
副
署
長
兼
警
防
第

２
課
課
長
）

副
署
長
兼
警
防
第
２
課
課
長

　

森
本
好
秀
（
副
署
長
兼
警
防
第

１
課
課
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

警
防
第
１
課
課
長
補
佐

　

柏
原
孝
啓（
警
防
第
１
課
係
長
）

警
防
第
３
課
課
長
補
佐

　

岡
裏　

崇（
警
防
第
３
課
係
長
）

【
係
長
級
】

警
防
第
１
課
係
長
〔
救
急
隊
長
〕

　

久
保
博
規
（
警
防
第
２
課
係
長

〔
救
急
隊
長
〕）

警
防
第
２
課
係
長
〔
救
急
隊
長
〕

　

松
江
充
博
（
警
防
第
１
課
係
長

〔
救
急
隊
長
〕）

【
主
査
級
】

警
防
第
２
課
主
査

　

池
根
修
弘（
警
防
第
３
課
主
査
）

警
防
第
３
課
主
査

　

鷲
本
育
生（
警
防
第
１
課
主
査
）

【
課
員
級
】

警
防
第
１
課
課
員

　

濵
田
裕
樹（
警
防
第
２
課
課
員
）

警
防
第
２
課
課
員

　

吉
田　

剛（
警
防
第
３
課
課
員
）

警
防
第
１
課
課
員

　

山
下
晃
司
（
本
部
付
・
消
防
学

校
入
校
）

警
防
第
３
課
課
員

　

小
西
侑
祐
（
本
部
付
・
消
防
学

校
入
校
）
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紀
美
野
町
で
は
、
10
月
１
日
付

け
で
消
防
職
員
の
人
事
異
動
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

（　

）
内
は
旧
職
。

消
防
本
部

【
課
長
級
】

次
長
〔
庶
務
・
警
防
担
当
、
庶
務

課
長
事
務
取
扱
〕

　

梶
谷
幸
司
（
次
長
、
庶
務
課
長

事
務
取
扱
）

次
長
〔
予
防
・
消
防
広
域
化
担
当
〕

　

山
野
裕
亮
（
次
長
、
消
防
広
域

設
立
準
備
会
派
遣
）

【
課
長
補
佐
級
】

警
防
課
課
長
補
佐

　

須
摩
淵
茂
（
消
防
署
警
防
第
３

課
課
長
補
佐
、
消
防
本
部
警
防

課
課
長
補
佐
兼
務
）

警
防
課
課
長
補
佐
〔
消
防
署
警
防

第
３
課
課
長
補
佐
（
救
急
隊
長
）

兼
務
〕

　

井
川
豊
一
（
消
防
署
警
防
第
１

課
係
長
（
救
急
隊
長
）
兼
務
）

予
防
課
課
長
補
佐
〔
消
防
署
警
防

第
２
課
課
長
補
佐
兼
務
〕

　

東
浦
宏
彰
（
予
防
課
係
長
、
消

防
署
警
防
第
２
課
係
長
兼
務
）

【
係
長
級
】

警
防
課
係
長

　

丸
尾
浩
司
（
警
防
課
係
長
、
消

防
署
警
防
第
２
課
係
長
兼
務
）

消
防
署

【
課
長
級
】

署
長
〔
消
防
本
部
警
防
課
課
長
事

3

町
職
員
の
人
事
異
動

『
愛
の
手
で
築
こ
う

　

明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー

　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、10
月
の
全
国
一
斉「
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
促
進
月
間
／
シ
ル
バ
ー
の
日

（
第
３
土
曜
日
）」
に
基
づ
き
、
10

月
15
日
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
会
員
約
50
人
が
４

人
１
組
に
な
っ
て
、
国
道
３
７
０

号
と
県
道
（
野
上
清
水
線
ほ
か
４

路
線
）
の
沿
線
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

（
約
５
０
０
箇
所
）
を
き
れ
い
に

拭
く
と
と
も
に
、
そ
の
周
辺
の
空

き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
も
合
わ
せ

て
行
い
ま
し
た
。

同
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
に
努

め
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い

ま
す
。

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
方
の

お
陰
で
、【
４
３
９
，
３
１
７
円
】

と
い
う
多
額
の
浄
財
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

こ
の
募
金
は

＊
地
域
の
非
行
防
止
の
た
め
の
環

境
浄
化
と
啓
発
活
動

＊
更
生
保
護
施
設
で
、
自
立
更
生

を
め
ざ
し
生
活
し
て
い
る
方
へ

の
激
励
、
援
助
活
動

＊
矯
正
施
設
で
、
社
会
復
帰
の
た

め
に
教
育
を
受
け
て
い
る
人
達

の
更
生
を
助
け
る
た
め
の
激
励
、

援
助
活
動

そ
の
他

＊
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯

ブ
ザ
ー
を
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
町
内
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校

の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の

花
植
え

　

地
域
の
住
民
や
こ
ど
も
達
と
共

に
歩
ん
で
い
く
更
生
保
護
女
性
会

を
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
お
心
に
感
謝
し
、

紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会　

会
員
67
名
）

会
長　

新
谷
垣
内　

悦
子

カーブミラーを清掃用具を使ってきれいにする会員の皆さん

紀美野町まちづくり推進協議会
「美しい郷づくり部会」から
さくら等苗木購入のお知らせ
「自分（my）の桜を育てて

みよう!」
町民希望者に所有地等へ

「しだれ桜」等を植栽しても
らうこの運動を本年も続けて
いくため、しだれ桜、紅しだれ桜、八重桜を
それぞれ1本500円でお分けいたします。

申込者多数の場合は、申込み本数の調整を
お願いする場合もございます。

苗木は、葉が落ちてから配布になりますの
で、年明けになります。
★それぞれ苗の樹高については、120㎝〜

150㎝程度です。
★申込期間は、11月7日（月）から12月2

日（金）まで。
★申込み及びお問合せ先

紀美野町まちづくり推進協議会事務局
紀美野町役場　産業課　　℡489-5901
美里支所　産業・建設室　℡495-3462
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ふるさと寄付金（ふるさと納税）とは、「生まれ育った
故郷やゆかりのある地域を応援したい！」という善意の
気持ちを『寄付金』というかたちにするもので、応援や
貢献したいと思う地方自治体へ寄付された場合、所得税
や個人住民税の控除が受けられる制度です。 

個人の方が都道府県や市区町村に２千円（控除適用下
限額）を超える額の寄付をされた場合、一定の要件を満
たせばその年の所得税と翌年度の個人住民税から、一定
の額を控除することができます。

この制度では、出身や居住地にかかわらず、いずれの
都道府県、市区町村に対する寄付金でも控除の対象とな
ります。

●控除を受けるには・・・
税の控除を受けるには、寄付金受領書など寄付をした

ことが確認できる書類を添付して所得税の確定申告又は
住民税の申告を行ってください。（所得税の確定申告をさ
れる場合は、住民税の申告は不要です。）

●紀州漆器まつり・家庭用品まつりへの参加
　日程：11 月 5 日（土）
　内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ

●紀美野町農林商工まつりへの参加
　日程：11 月 27 日（日）
　内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ

●小学生の税の習字展（優秀作品 10 点）
　日程：11月16日～11月25日9時30分～18時
　場所：海南駅構内海南市物産観光センター

●東日本大震災被災地への寄付金・義援金について
ふるさと寄付金制度を活用して、東日本大震災の被災

地以外の出身の方でも復興支援を行うことができます。
通常のふるさと寄付金は、自治体への直接寄付を対象

としていますが、今回の東日本大震災に限っては、日本
赤十字社や中央共同募金会などに義援金として寄付する
場合も『ふるさと寄付金』として所得税と個人住民税
で控除（還付）を受けることができます。この義援金は、
被災地方団体が関係機関と組織する義援金配分委員会で
配分され、被災者に届けられます。

詳しくは、総務省の東日本大震災関連情報ホームペー
ジをご覧ください。http://www.soumu.go.jp

■問い合わせ
　寄付の手続きに関することは、
　　紀美野町役場企画管財課まで　℡ 073-489-5913
　税の控除に関することは、
　　紀美野町役場税務課まで　　　℡ 073-489-5905

● e-Tax をはじめよう！　～国税電子申告・納税システム～
　国税に関する各種手続
　１　所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙税の申告
　２　全税目の納税
　３　申請、届出等
　が自宅やオフィスからインターネットを通じて行えます。

特に、源泉所得税の毎月納付や消費税の中間申告・納付など、
利用回数の多い手続きには大変便利です。

　　なお、e-Taxを始めるには、事前にICカードリーダライ
タ（家電量販店やインターネット販売などで購入できます。）
と電子証明書の準備が必要です。

○税の役割
国や地方公共団体は、国民の生活に欠かすことのできない公共サービスを提供するため、様々な行政活動を行っており、

その活動のために必要な経費を賄う財源が「税金」です。
国税庁では、納税義務の履行を適正かつ円滑に実現するために、様々な取組を行っています。

○IT化を通じた納税環境の整備
国税庁では、e-Taxや確定申告書等作成コーナーの改善のほか、国税庁ホームページにより、納税者が適正に申告・納

税が行えるよう納税の意義や税法の知識、手続等について様々な情報提供を行っています。
○国際化への対応

国税庁では、国際化への対応として、国際的租税回避への対応をはじめとした適正・公平な課税の実現のための取組や、
国際的な二重課税の防止等のための相互協議、租税条約に基づく情報交換を行っています。
○国税庁への要望等をお寄せください！

国税庁ホームページの「税の役割と税務署の仕事」紹介コンテンツに、広く国民の皆様から「国税庁に対する要望」等
をお聴きするためのアンケートの窓口を開設します。

☆国税庁ホームページ　　～ http://www.nta.go.jp ～
●地震や風水害等の災害により、被害を受けられた皆様方に、心からお見舞い申し上げます。

申告や納税に係る手続きはお気軽に税務署までご相談ください。
■問い合わせ：海南税務署（℡ 073-482-0900）

国税庁では、毎年11月11日から17日を「税を考える週間」と定め、国民の皆様に税の意義や役割、税務行政の現状
について考えていただくため、様々な広報広聴活動を行っています。

ふるさと寄付金（ふるさと納税）について
～住民税の寄付金控除適用下限額が5千円から２千円に引き下げられました～

（平成23年1月1日以降の寄付金に適用）

「海南税務署からのお知らせ」
「税を考える週間」11月11日～ 11月17日

テーマ：「税の役割と税務署の仕事」
～国税庁のIT化・国際化への対応～
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視力及び動体視力検査を行う受講者

道路脇の草刈りをする住民の皆さん（下佐々地区で）

小川地区での地域説明会の様子
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平成23年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：11 月 14 日（月）・28 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：11 月　1 日（火）・15 日（火）　℡４８９－４９５３
　○毛 原 保 育 所：11 月　9 日（水）・30 日（水）　℡４９９－０１３１
　※神野保育所の開放は、耐震工事のため、しばらくの間休みます。
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第 1 保育所
　○コアラ　　　11 月　8 日（火）9:30 〜 11:30　子育て支援センター（お散歩）
　○カンガルー　11 月 16 日（水）9:30 〜 11:00　総合福祉センター（プレイルーム）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
【子育て支援センター】動木 156（℡ 489 － 2144）
	 毎週月曜日（9:00 ～ 11:30・14:00 ～ 16:30）第 1,3,5 週の木曜日（9:00 ～ 11:30）

【自然体験世代交流センター】鎌滝 636（℡ 495 － 3127）毎月第 2,4 週の木曜日（9:30 ～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

　【栄養相談】　・11 月 10 日（木）　９：３０～１１：３０　自然体験世代交流センター		
　　　　　　　・11 月 28 日（月）　９：００～１１：３０　子育て支援センター（野上第１保育所）

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

11 月 14 日（月）　14:00 〜 16:00
11 月 28 日（月）　14:00 〜 16:00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 11 月 14 日（月）　14:00 〜 16:00
11 月 28 日（月）　14:00 〜 16:00

検 便 11 月 14 日（月）　14:00 〜 16:00
11 月 28 日（月）　14:00 〜 16:00

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に、不安をもつ方やその家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

11 月　9 日（水）　　9:00 〜
※　予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

11 月 14 日（月）　15:00 〜 16:00
11 月 28 日（月）　15:00 〜 16:00
※　予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日　　 9:00 〜 17:00
問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ
【場　所】 総合福祉センター
【と　き】 毎週水曜日　2 日、9 日、16 日，30 日
【時　間】 午前９時～ 11 時
【対象者】 住民すべての方
【内　容】 健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、
今後のよりよい生活につなげましょう。生活改善に関心
のある方は、保健師、栄養士が相談に応じますので、お
気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方
は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も
おこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

●虐待予防に関する相談窓口
地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）
　　　　  休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
〔場　所〕紀美野町下佐 1々408-4  紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

健康づくりいきいきフェスタ in 片男波
〜タラソでウォーキング & ミニジョギング〜
潮風にあたりながら、身体を動かしましょう。家族、友人、
職場の仲間、みんなで参加しませんか ? 初心者の方大歓
迎 !!3 つのコースを用意しています。ご自身の体調に合わ
せてご検討ください。
　①【ゆっくり歩くコース】	 約 3km
　②【しっかり歩くコース】	 約 5km
　③【ミニジョギングコース】	 約 8km
※ランニング専門コーチにより正しい走り方を学びながら

楽しく走ります。
■日時　平成23年11月27日（日）10:00 〜 13:00
　（終了後、地産地消料理の試食ができます。午後からは、

和泉雅子さんの特別講演があります。）
■場所　片男波公園・健康館アリーナ

※駐車場スペースに限りがありますので、公共交通機関
のご利用をお願いします。

■入場料・参加費　無料（参加申込必要）
■募集人数　各コース 30 名

※応募者多数の場合は、抽選にて決定し、当選者には後
日案内を送付します。

■申込締切　平成 23 年 11 月 11 日（金）必着
■申込方法　はがきまたは、FAXで参加される方の住所・

氏名・年齢・電話番号・希望コースをご記入のうえお申
込ください。

■お申込・お問い合わせ
　和歌山保健医療圏地域・職域連携推進協議会事務局
　海南保健所　保健福祉課　辻村、山本
　℡ 073-482-0600  FAX:073-482-3786

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

11月1日（火）
美　里　支　所 　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

11月16日（水）
美　里　支　所 　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  ℡ 483-0454
●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡ 494-3539

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう !! ～

★★今年度、健診をまだ、受けられていない方は医療機関にて早目にお受けください★★
　○医療機関健診については、4 月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。
　○国保　特定健康診査は受診有効期限が１２月２６日までとなっていますので、ご注意下さい。
　○【健診内容】
　　　・国保　特定健康診査（血液検査・血圧・心電図・尿検査・身体計測・医師による診察）
　　　・がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん・子宮がん・乳がん）
　○【健診対象者・費用】
　　　・国保特定健診対象者：40-74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　　　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　　　・各がん検診対象者　：20 歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500 円（40 歳以上は無料）。
　○集団健康診査は今年度、終了しました。

【問い合わせ】：保健福祉課　℡　４８９－９９６０

今回は、体に少しご不自
由があるものの、スポーツ
や地域の活動など積極的に
参加されている山下幸三さ
んを紹介します。

山下さんは、奥佐々にお
住いの８１歳の男性です。

学生のころから卓球はし
ていたのですが、１８歳で
就職してから本格的に卓球
を始めたそうです。
「町の卓友会という卓球

のサークルで３０年ほど世
話役を続けています。サークルでは老若男女、体が元気
でも不自由でも誰でもできることをモットーとしていま
す。」
「卓友会では毎週金曜日と日曜日、小川地区でも毎週火

曜日の夜７時から９時半まで卓球をしています。昔は２
時間でも続けてできましたが、今でも１時間ならできま
すよ。」

また、『日本障害者スポーツ上級指導員』の資格を６７
歳頃取得し、県下のスポーツ教室などで、卓球・フライン
グディスク・ボッチャ・カローリングなどの指導やお手伝

いをされているそうです。
山下さんは、２年ほど前体調を崩し入院もされたよう

ですが、養生しながらまた元の生活に戻したといわれます。
「去年の米作りは周囲の人の助言で休んだものの、今年

は再開しました。」
「特に健康のため注意していることは歩くこと。去年の

冬から軽く歩くことから始めました。今では朝８時から
と、夕方４時半頃から４０分ずつ自宅から山道を歩きま
す。平均して１日８，０００歩くらい歩きます。」

その他、食べるものは野菜・魚・豆が多く、肉は少し
控えているようですが、嫌いなものはないようです。
「家では、農作業のほか掃除・片づけ・植木の手入れを

したりしているので、ほとんど立ち詰めです。」
奥佐々のサロンでは、会計のお世話もされ楽しく参加

されているようです。
「サロンで教えてもらった切り絵や折り紙が面白く、夜

はそれを作ったり、本も少し読みたいので、テレビを見
ることは少なくラジオを聴いています。」

このように活動的なためか、夜は１１時に就寝したら、
朝６時までぐっすり眠れるそうです。

これからも、健康にご留意され、スポーツや趣味の活
動で楽しく生活されますようにお祈りいたします。

健康実践インタビュー （第18回  山下幸三さん）     　　　　 平成23年10月10日
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「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が送付されます
〜 年末調整・確定申告まで大切に保管を 〜

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民
税の社会保険料控除の対象となります。

国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合
は、毎年1月1日から12月31日までの間に納付した（納
付見込みを含む）国民年金保険料の額を証明する書類の
添付が必要です。

このため、1年間納付した国民年金保険料の額を証明
する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）
が、日本年金機構より毎年10月下旬から11月上旬に送
付されます。

証明内容は、本年1月1日から9月30日までの間に納
付された国民年金保険料額と年内に納付が見込まれる場
合の納付見込み額です。

年の途中から国民年金に加入した場合など、10月1
日から12月31日までの間に初めて保険料を納付する
方については、翌年1月下旬に同様の証明書が送付され
ます。

年末調整や確定申告の際には、この証明書または領収
証書を添付してください。なお、ご家族の国民年金保険
料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加え
ることができますので、ご家族あてに送られた控除証明
書を添付のうえ申告してください。

〜 年金受給者のみなさまへ 〜
扶養親族等申告書は期限までに提出しましょう

老齢や退職を支給事由とする年金は、所得税法上、『雑
所得』として所得税がかかります。（障害年金・遺族年
金は課税されません。）

年金にかかる所得税の計算は、年金受給者の方から提
出された『扶養親族等申告書』をもとに行いますので、
各種控除を受けるためにはこの申告書を提出しなければ
なりません。対象となる受給者の方には、日本年金機構
から11月上旬までに『扶養親族等申告書』が送付され
ます。

12月1日の提出期限までに届くように必ず提出して
ください。
平成24年分『扶養親族等申告書』が送付される方

65歳未満 年金額が108万円以上
65歳以上 年金額が158万円以上

☆申告書の提出を忘れると各種控除が受け
られず、所得税の源泉徴収税額が多くなる
場合がありますのでご注意ください。
☆年金以外に所得がある方は確定申告が必要です。

【問い合わせ】　紀美野町役場・住民課　℡ 489-5903
　　　　　　　美里支所・住民室　　　℡ 495-3464
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平成24年度  保育所入所手続きのお知らせ
平成24年度保育所入所児童を募集します。
■対象児　紀美野町に在住し、家庭内において日々の保育

に欠け集団保育可能な児童。満2歳以上であること。
　（但し、野上第1保育所・神野保育所は満1歳以上なら可）
　※誕生日の翌月より入所可能です。
■入所申込手続き
　新規に入所を申し込まれる方は、入所申請書に必要事項
を記入後、添付書類と共に、保健福祉課（総合福祉センター）
または、住民室（美里支所）に提出してください。
　なお、入所申請書は上記申込場所に備え付けています。
　また年度途中から入所を希望される方も必ず手続きをし
ておいてください。入所の手続きをしていない場合は、希望
にそえないこともあります。
　現在通所し、引き続いて入所される場合は、保育所で入所
申請書を受け取り、受付期間内に各保育所に提出してくだ
さい。
■町内保育所

野上第1保育所	 紀美野町動木156	 ℡489-2144
野上第2保育所	 紀美野町下佐々1363	 ℡489-4953
神 野 保 育 所	 紀美野町神野市場78	 ℡495-2049
毛 原 保 育 所	 紀美野町毛原宮204	 ℡499-0131

■保育時間
　（通常保育）平　日　午前8時30分〜午後4時30分
　　　　　　土　曜　午前8時30分〜午前11時30分
　（延長保育:野上第1保育所・神野保育所のみ）
　　　　　　平　日　午前7時15分〜午後6時30分
　　　　　　土　曜　午前7時15分〜午後1時00分
■受付期間　平成23年11月2日（月）〜 11月30 日（火）
　詳しくは、紀美野町総合福祉センター内保健福祉課（℡
489-9960）または美里支所住民室（℡495-3464）にお
問い合せください。

小規模事業者のための
パソコン研修のご案内

紀美野町商工会では、町管内の小規模企業における有効
なIT経営を推進し、本研修を通じて小規模企業の皆様方に
IT経営の必要性について「気づき」を持っていただきたく
次のとおりパソコン研修会を開催いたします。

今回の研修では、日常営業上少しでもお役立つようにと、
カリキュラムを設定しました。

尚、研修には一人一台のノートパソコンを準備いたします。
受講希望者は、紀美野町商工会本所（℡489-3260・Fax
489-5627）支所（℡495-2188･Fax495-3202）まで
お申し込み下さい。
■日　時　平成23年11月16日（水）17日（木）18日（金）
の3日間　いずれも【昼の部】午後1時30分〜3時30分

【夜の部】午後7時〜9時
■場　所　紀美野町商工会館本所2階
■内　容　ワード・エクセルの裏技・便利技（“仕事力アッ
プ”の最速技）インターネット（かんたんYahoo!便利な機
能を使いこなそう!）ネットde記帳（概要説明）
■受 講 料　1,000円（テキスト代込）
■申込締切　平成23年11月4日（金）
※定員14名になり次第締め切ります。

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
■募集訓練科　◎テクニカルメタルワーク科
■訓 練 期 間　　平成24年1月6日(金)〜6月28日(木)
　　　　　　　◎電気設備科（企業実習付橋渡し訓練）40歳未満
　　　　　　　　平成24年1月6日(金)〜7月30日(月)
■募 集 期 間　平成23年11月4日(金)〜12月2日(金)
■受　講　料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
■問い合わせ先
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構和歌山職

業訓練支援センター　℡ 073（461）1532

「みる・あるく・きみの」参加募集
紀美野町まちづくり推進協議会

紀美野史発見部会からのお知らせ
　今回の「みる・あるく・きみの」は和歌山県立博物館特別
展『中世の村をあるく-紀美野町の歴史と文化-』を見学しま
す。
　私たちの紀美野町は、中世の農村の伝統や文化財を今に
伝える地域として、地方史の上で注目されています。今回
の特別展は私たちのふるさとを再発見するよい機会です。
　ぜひご参加下さい
■日　時　12月3日（土）9時30分  文化センター受付
　　　　　10時出発   16時30分  文化センター解散予定
■行　先　和歌山県立博物館
■持ち物　お弁当・飲み物・入館料　一般650円、大学

生400円（団体割引）高校生以下、高齢者（65歳以上）
の方は無料※参加希望の方は、下記要領でお申込下さい。

■申込期間　11月7日（月）〜11月18日（金）9時〜17時
　※但し、土・日は除きます。
■申込先　美里支所　産業・建設室
　℡495-3462　Fax495-2410
■定　員　80名（定員になり次第申込受付終了とさせて

いただきますので、ご了承下さい。小学生以下の方は保
護者同伴で申込下さい。）氏名、住所、電話番号をお伝
え下さい。（お聞きした個人情報により、当部会への参
加を呼び掛けることはありますが、その他の目的で使用
することはありません。）

「あっ!似てる〜?」と思ったら即通報!!
〜オウム真理教関係特別手配被疑者の
　　　　　　　発見検挙にご協力を〜
　オウム真理教が、麻原彰晃こと松本智津夫教祖の指示の
下に敢行した地下鉄サリン事件から16年以上が経過しま
した。

そのような中、昨年4月の法改正により、高橋克也、菊
地直子の指名手配事実となっている「地下鉄サリン事件」の
時効が廃止され、平田信の指名手配事実となっている「公
証役場事務長逮捕監禁致死事件」の時効が延長されました。

事件の真相解明のためには、特別手配被疑者である平田 
信、高橋克也、菊地直子の3人の検挙が不可欠ですが、依
然逃亡中です。

警察は、3人の発見検挙を最優先課題の一つとして、広
く県民の皆様からの協力を得ながら、捜査を推進していま
す。似た人を見かけたなど、どんな小さな情報でも結構で
すので、海南警察署、交番、駐在所までご連絡下さい。

懸賞金最大500万円に!!
「地下鉄サリン事件」の時効が廃止!手配被疑者は依然逃亡中

平
ひ ら

田
た

　信
まこと

(46歳) 高
た か

橋
は し

克
か つ

也
や

(53歳) 菊
き く

地
ち

直
な お

子
こ

(39歳)

逮捕監禁致死
爆発物取締罰則違反

殺人・同未遂
逮捕監禁致死 殺人・同未遂

183㎝くらい
ひげが濃い
歯並び悪い
左首筋にホクロ

（5㎜位）

173㎝くらい
眉毛が濃い
頭が大きい
近視（メガネ使用
あり）

159㎝くらい
右こめかみにホク
ロ（4㎜位）
右目下にホクロ

（1㎜位）
あなたの情報が検挙に結びついた場合には、被疑者一人

当たり、民間で組織されたオウム真理教特別手配被疑者検
挙のための懸賞広告実行委員会から200万円、警察庁か
ら捜査特別報奨金として300万円を上限とする報奨金が
それぞれ支払われます。

海南警察署　℡482-0110
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教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

国
道
３
７
０
号
線
美
里
バ
イ
パ
ス

11
月
20
日
（
日
）
第
63
回 

和

歌
山
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅

伝
競
走
大
会

■
ス
タ
ー
ト
：
（
女
子
）
午
前
10

時
・
（
男
子
）
午
前
11
時
15
分

国
道
３
７
０
号
線
美
里
バ
イ
パ

ス
の
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
前
か
ら

白
龍
橋
間(
約
１
．
５
キ
ロ)

午

前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
ま
で
全

面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
交

通
安
全
、
通
行
止
め
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
!!

■
問
い
合
わ
せ　

野
上
中
学
校

　
（
℡
４
８
９
‐
２
４
５
９
）

■
日
時　

12
月
３
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
開
演（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
入
場
料　

５
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

Ａ
Ｋ
Ｂ
な
ら
ぬ
Ｎ
Ｋ
Ｂ
は
南
高

梅
（
な
ん
こ
う
ば
い
）
の
略
。「
南

高
梅
」
の
よ
う
に
誰
か
ら
も
愛
さ

れ
る
美
味
し
い
味
の
音
を
届
け
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
結
成
さ
れ
た

カ
ル
テ
ッ
ト
が
、“
愛
”
を
テ
ー

マ
に
あ
な
た
の
そ
ば
で
素
敵
な
音

楽
を
奏
で
ま
す
。

■
演
奏
予
定
曲

エ
ル
ガ
ー
／
愛
の
あ
い
さ
つ

ボ
ロ
デ
ィ
ン
／
弦
楽
四
重
奏
曲
第
２
番

ピ
ア
ソ
ラ
／
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ

モ
ン
テ
ィ
／
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／
ア
ン
ダ

ン
テ
・
カ
ン
タ
ー
ビ
レ　

他

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

中
央
公
民
館　

文
化
セ
ン
タ
ー

美
里
支
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館　

真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

　
（
販
売
は
各
施
設
開
館
時
間
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

「
狂
言
」
公
演　

狂
言
師
　
茂
山
宗
彦
氏

　
　
　
　
茂
山
逸
平
氏

公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業

カ
ル
テ
ッ
ト
Ｎ
Ｋ
Ｂ

～
弦
楽
四
重
奏
の
調
べ
～

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

通
行
止
め
の
お
願
い

第
18
回
町
民
大
学
講
座

第
19
回
町
民
大
学
講
座

『
狂
言
』
は
「
古
典
芸
能
」
と

い
う
だ
け
で
何
と
な
く
難
し
い
物

だ
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
観

て
・
笑
っ
て
楽
し
む
も
の
な
の
で
、

難
解
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

室
町
時
代
の
“
新
喜
劇
”
と
も

い
わ
れ
て
い
る
『
狂
言
』
を
、
今

回
は
初
心
者
向
け
に
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
を
交
え
な
が
ら
行
い
ま
す
の

で
、
喰
わ
ず
嫌
い
で
は
な
く
、
気

軽
に
一
度
“
御
賞
味
”
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
11
日
（
金
）

　

午
後
７
時
～
９
時
（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

■
整
理
券
配
布
場
所

中
央
公
民
館　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

美
里
支
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館　

　

真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

　
（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

☆
出
張
観
望
会

■
時
間　
同
日
午
後
９
時（
講
座
終
了
時
）～

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

■
内
容　

見
ご
ろ
に
な
っ
て
き
た

木
星
を
望
遠
鏡
で
覗
い
て
み
ま

せ
ん
か
。悪
天
候
の
際
は
中
止
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

第
６
回
紀
美
野
町
文
化
祭

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
～
５
日

（
土
）
の
３
日
間
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
。
文
化
の
秋
・
芸
術
の
秋

を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
中
央
公
民
館

　
（
展
示
会
・
茶
席
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー

（
展
示
会
・
児
童
生
徒
発
表
会
・

芸
能
大
会
・
天
文
教
室
・
茶
席
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

ﾁ ｪ ﾛ：渡邉弾楽 氏　ｳﾞｧｲｵﾘﾝ：田代藍氏
ｳﾞｨｵﾗ：渡邉智生 氏　ｳﾞｧｲｵﾘﾝ：勝村麻由子氏
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ラ
）
横
溝
耕
一
（
チ
ェ
ロ
）
伊

藤
文
嗣　

（
ピ
ア
ノ
）
別
所
ユ

ウ
キ
（
解
説
）
恩
地
孝
幸
：
福

田
出
身
作
曲
家

■
主
催　

み
さ
と
天
文
台
友
の
会

■
後
援　

琴
ノ
浦
温
山
荘
園
、
り

ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
、

ド
ー
シ
ェ
ル
、
シ
ェ
み
な
み

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
（
℡090 -3622 -6797

：
松
本
）

http://w
w

w
.m

isatenm
ania.

m
e/vol3/

，

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

９
日　

交
流
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

　
　
　
「
こ
け
玉
づ
く
り
」

　
　
　

奥
華
サ
ロ
ン（
奥
佐
々
）

16
日　

お
は
な
し
会

30
日　

カ
プ
ラ
で
あ
そ
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

９
日　

お
は
な
し
会

16
日　

ミ
ニ
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を

　
　
　

作
っ
て
遊
ぼ
う

30
日　

ゲ
ー
ム
「
わ
た
し
は
だ

れ
で
し
ょ
う
」

＊
地
域
サ
ロ
ン

「
下
佐
々

た
ん
ぽ
ぽ

会
」
の
皆

さ
ん
と
折

り
紙
を
し

て
遊
び
ま

し
た
。

　

秋
の
囲
碁
・
将
棋
大
会

の
ご
案
内

■
日
時　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

　

９
時
30
分
集
合
（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

中
央
公
民
館　

２
階
和

室
研
修
室

■
申
し
込
み
締
切　

11
月
17
日

　

（
木
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も
（
プ
ロ

を
除
く
）

■
参
加
費 

　

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

　

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

 

（
い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む
。
当

日
徴
収
し
ま
す
。）

■
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
備
考　

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦

５
回
戦
、
将
棋
は
総
平
手
戦
。

申
し
込
み
多
数
の
時
、
分
か
れ

て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催  

紀
美
野
町
文
化
協
会　

囲
碁
部
・
将
棋
部

星
ふ
る
町
の
音
楽
会V

ol.3

「
も
っ
と
身
近
に
！
も
っ
と
本
格

的
に
！
」

４
月
に
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
で
素
晴
ら
し
い
演
奏
を

さ
れ
た
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
寺
下

さ
ん
が
、
ま
た
別
の
若
手
奏
者
を

み
さ
と
ホ
ー
ル
に
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
今
回
は
さ
ら
に
本

格
的
。
で
も
大
丈
夫
、
作
曲
家
の

恩
地
さ
ん
に
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
19
日
（
土
）

　

午
後
３
時
開
演（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
料
金　
一
般
２
，０
０
０
円（
当
日

２
，５
０
０
円
）、大
学
生
以
下
５

０
０
円（
当
日
１
，０
０
０
円
）

■
曲
目　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト　
デ
ィ
ヴ
ェ

ル
テ
ィ
メ
ン
ト
ニ
長
調
よ
り
１
楽

章・エ
ル
ガ
ー　

朝
の
歌（
カ
ル
テ
ッ

ト
編
曲
版
）・ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン　

弦
楽
四
重
奏
曲　

作
品
18‐４・

シ
ュ
ー
マ
ン　

ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲

作
品
44

■
出
演
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
寺
下

真
理
子
、
須
山
暢
大
（
ヴ
ィ
オ

天
文
台
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
中
止

　

文
化
祭
へ
の
出
展
に
伴
い
、

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
と
５
日

（
土
）
の
両
日
と
も
、
午
後
２

時
か
ら
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上

映
は
中
止
し
ま
す
。

■
観
望
会
の
中
止

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
出
張
観

望
会
開
催
に
伴
い
、
11
月
11
日

（
金
）
夜
の
観
望
会
は
中
止
し

ま
す
。

稲
村
の
火
か
ら
見
た
防
災

■
日
時　

11
月
19
日
（
土
）
午
後

２
時
～
３
時

■
場
所　

海
南
高
校
大
成
校
舎

　

（
図
書
館
）

■
内
容

○
お
話

「
稲
村
の
火
か
ら
見
た
防
災
」

語
り
手　

広
川
町
語
り
部
サ
ー

ク
ル　

﨑
山
光
一
氏

○
紙
芝
居

「
津
波
だ
！
稲
村
の
火
を
消
す

な
」
読
み
手　

広
川
町
語
り
部

サ
ー
ク
ル　

佐
々
木
博
子
氏

○
本
の
読
み
語
り

「
あ
ほ
ろ
く
の
川
だ
い
こ
」（
洪

水
の
お
話
）
読
み
手　

お
は
な

し
ポ
ン　

木
野
和
子
氏

■
主
催　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ほ
ん
の
森
」

■
後
援　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
百
　
冊
】

折
口　

世
菜
（
神
野
保
）

塩
崎　

佳
理
（
野
小
２
年
）

油
谷　

泉
里
（
下
小
５
年
）

【
二
百
冊
】

折
口　

心
音
（
下
小
３
年
）

【
三
百
冊
】

平
松　

祐
奈
（
野
小
５
年
）

【
五
百
冊
】

松
本　

紘
槻
（
美
中
１
年
）

【
八
百
冊
】

中
原　

大
志
（
野
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
マ
ス
カ
レ
ー
ド
ホ
テ
ル
」

　

東
野
圭
吾
・
著

「
慈
雨
の
音
」　
　

宮
本
輝
・
著

「
神
様
の
女
房
」
高
橋
誠
之
助
・
著

「
断
捨
離
で
日
々
是
ご
き
げ
ん
に

生
き
る
知
恵
」
や
ま
し
た
ひ
で
こ
・
著

「
び
ゅ
～
ん
び
ょ
～
ん
」　

　
　
　

ふ
じ
わ
ら
こ
う
い
ち
・
著

「
ぞ
う
さ
ん
の
お
と
し
あ
な
」　

　

高
畠
純
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
我
が
家
の
問
題
」
奥
田
英
朗
・
著

「
戦
国
業
師
列
伝
」
津
本
陽
・
著

「
ご
先
祖
様
は
ど
ち
ら
様
」

高
橋
秀
実
・
著

「
寝
な
が
ら
健
康
体
操
」

坂
詰
真
二
・
著

「
そ
う
べ
え 

ふ
し
ぎ
な
り
ゅ
う

ぐ
う
じ
ょ
う
」
た
じ
ま
ゆ
き
ひ
こ
・
著

「
も
し
も
で
あ
は
は
」

あ
さ
ぬ
ま
と
お
る
・
著

「
非
行
・
怠
学
・
不
登
校

な
ど
」
青
少
年
の
悩
み
ご

と
の
相
談
に
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い

＊
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
日
時　

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
祝
日
、

年
末
・
年
始
を
除
く
）

■
場
所　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

!!

11
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わ
が
町
サ
ー
ク
ル
（
セ
ラ
ピ
ー
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル
）

『
体
が
硬
い
か
ら
ヨ
ー
ガ
は
…
』

と
言
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
ヨ
ー
ガ
は
体
を
柔
ら
か
く
し

た
り
、
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
の
が
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
体
を

使
っ
て
心
を
静
め
、
心
身
の
調
和

を
取
り
戻
す
た
め
の
も
の
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
呼
吸
に
体
の
動

き
を
同
調
さ
せ
、
体
に
生
じ
る
変

化
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。静
か
に
自
分
と
向
き
合
い
、

内
な
る
自
分
と
つ
な
が
る
時
間
を

一
緒
に
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

若
者
総
合
相
談
窓
口

W
ith　

You

（
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
）

あ
な
た
の
コ
コ
ロ
と
つ
な
が

り
た
い

モ
ヤ
モ
ヤ
・
イ
ラ
イ
ラ
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

一
度
で
も
、何
度
で
も
、私
た

ち
に
、は
な
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

友
人
、
恋
人
、
家
族
な
ど
身

近
な
誰
か
に
相
談
で
き
る
と
い

い
で
す
よ
ね
。

で
も
、実
際
は
そ
れ
が
で
き

な
い
。ま
た
は
、で
き
に
く
い
…

誰
か
に
相
談
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
ま
ず
、
話
を
す
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

■
電
話
相
談　

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
祝

日
、
年
末
・
年
始
を
除
く
）

　

（
℡
４
２
８
‐
０
８
７
４
）

■
メ
ー
ル
相
談
：
24
時
間
受
付

（h
ttp

:/
/

w
ith

-y
o

u
-

w
akayam

a.jp

）

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談
：
24
時
間
受
付

　

（
Fax
４
２
８
‐
０
８
８
０
）

＊
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
ご
相
談

は
返
信
ま
で
に
数
日
を
要
す
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
事
業
受
託　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

キ

ャ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

協
会

■
和
歌
山
県 

青
少
年
・
男
女
共
同

参
画
課（
℡
４
４
１
‐
２
５
５
５
）

の
か
み
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ

ブ
が
大
活
躍

10
月
16
日
（
日
）
に
紀
三
井
寺

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
、
平
成

23
年
度
和
歌
山
県
小
学
生
秋
季
陸

上
競
技
選
手
権
大
会（
秋
季
大
会
）

に
て
、
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
所
属
の
「
の
か
み
ア
ス
リ
ー
ト

ク
ラ
ブ
」
の
選
手
た
ち
が
活
躍
し

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。《　

》
内
は
種
目
。

【
男　

子
】

《
４
×
100
ｍ
リ
レ
ー
》

　

３
位　
中
俣
―
下
垣
内
―
向
―
生
駒

《
１
年
100
ｍ
》
５
位　

片
畑
羽
弥

《
５
年
走
幅
跳
》
３
位　
下
垣
内
眞
紀

《
６
年
1500
ｍ
》
１
位　

樋
瀬
光
稀

《
６
年
走
幅
跳
》
６
位　

向
翔
輝

《
５
・
６
年
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
》　

　
　
　
　
　
　

３
位　

生
駒
大
智

《
５
・
６
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
》

　
　
　
　
　
　

４
位　

堀
一
輝　

　
　
　
　
　
　

６
位　

上
中
虹
輝

【
女　

子
】

《
１
年
100
ｍ
》
２
位　
中
俣
真
菜
美

《
３
年
100
ｍ
》
２
位　
田
渕
美
沙
紀

《
４
年
100
ｍ
》
６
位　

辻
岡
花

《
６
年
1500
ｍ
》
３
位　

田
伏
菜
央

《
５
・
６
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
》

　
　
　
　
　
　

１
位　

田
伏
菜
央

通
学
合
宿
が
無
事
終
了

10
月
12
日
～
14
日
に
中
央
公
民

館
と
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
通
学

合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

通
学
合
宿
と
は
、
小
学
校
４
年

生
以
上
を
対
象
に
児
童
の
希
望
で

集
ま
っ
た
仲
間
と
２
泊
３
日
を
共

に
し
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る

事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
２
カ
所
で
、
43
名
の
児

童
が
参
加
し
、
調
理
・
洗
濯
・
掃

除
な
ど
普
段
自
分
で
す
る
機
会
が

少
な
い
事
も
、
一
緒
に
生
活
し
て

い
る
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
、
参
加
し
て
く
れ
た
児
童
の

皆
さ
ん
に
は
家
に
帰
っ
て
も
自
分

で
出
来
る
こ
と
は
自
分
で
し
て
、

家
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
世

話
に
な
っ
た
更
生
保
護
女
性
会
や

学
校
の
先
生
、
和
歌
山
大
学
の
皆

さ
ん
、
も
ら
い
湯
を
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
ご
家
族
の
方
々
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
通
学
合
宿
参
加
者
の
感
想
】

洗
濯
や
料
理
を
自
分
た
ち
で
す

る
の
は
、
大
変
だ
け
ど
楽
し
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
に
家
の
人
が
、
毎

日
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
と

考
え
た
ら
、
と
て
も
大
変
だ
し
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
少
し
で
も

手
伝
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

通
学
合
宿
で
は
、
た
く
さ
ん
の

人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
通
学
合
宿
で
経
験
し
た
こ

と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
活
か
し
た
い
で
す
。

来
年
も
ま
た
来
た
い
で
す
‼　■活動日時：水曜日　午後 7 時 30 分～閉館時間

■場　　所：中央公民館

!!

!!

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
六
十
六

動
木
と
い
う
大
字
名
の
由
来

『
紀
伊
続
風
土
記
』
か
ら
引
用
し

て
若
干
の
解
説
を
し
て
い
ま
す
。

動
木
（
登
度
呂
幾
）

「
動
木
の
名
義
を
考
ふ
る
に
轟
き
の

義
な
る
べ
し
、
野
上
川
下
佐
々
村
よ
り

北
に
向
ひ
て
流
れ
、
此
村
に
至
り
て
折

れ
て
西
に
向
ひ
て
流
る
、
村
居
其
屈
曲

の
処
に
当
る
を
以
て
、
川
流
激
し
て
水

声
の
轟
く
よ
り
名
と
す
る
な
り
。
他
国

に
も
轟
ノ
橋
、
轟
岡
な
ど
の
名
あ
り
、

此
等
と
同
し
義
な
る
へ
し
、
人
家
所
々

に
散
在
す
、
小
名
曲
屋
は
村
の
西
辺
に

あ
り
、
小
畑
よ
り
の
街
道
に
て
此
所
に

て
道
折
れ
て
南
し
曲
尺
の
如
く
な
る
を

以
て
曲
屋
の
名
あ
り
」

野
上
川
の
水
流
は
、
こ
の
地
で
南
北

の
方
向
か
ら
急
に
西
へ
屈
曲
す
る
。
激

流
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
野
上
川

と
し
て
は
こ
こ
は
激
流
の
部
分
で
あ

る
。
そ
の
水
声
が
「
と
ど
ろ
き
」
の
意

味
で
、
こ
れ
を
地
名
と
し
た
と
い
う
。

「
轟
」
は
「
動
木
」
に
変
化
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
風
土
記
で
は
な
ん
ら
触

れ
て
い
な
い
が
、「
動
く
」
こ
と
は
「
ゆ

る
ぐ
」
こ
と
と
解
す
れ
ば
轟
は
動
に
変

わ
り
、
添
字
の
「
木
」
は
語
呂
の
関
係

で
書
か
れ
「
動
木
」
と
変
わ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

曲
屋
は
高
野
往
来
と
竜
神
街
道
の

分
岐
点
で
、
ち
ょ
う
ど
曲か
ね
じ
ゃ
く尺の
よ
う
に

曲
っ
て
い
る
か
ら
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ

た
と
い
う
。
野
上
川
を
距
て
て
、
新
シ

平
坪
、
新
在
家
、
桑
添
と
い
う
小
字
が

あ
る
が
、
動
木
村
の
分
村
地
と
思
わ
れ

現
在
は
「
動
木
平
」
と
総
称
さ
れ
る
。
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  天文台だより
　まもなく金環日食２０１２（その１）
	 矢動丸　泰（天文台長）

先月号で少し触れましたように、来年５月21日
には金環日食という珍しい現象を紀美野町を始め日
本の広い地域で見ることができます。そこで、現象
の半年前を機に、今月から金環日食をテーマにした
連載を開始します。
金環日食が見られるのは、月曜日の朝７時30分
を中心に５分足らずの時間です。天文台が開催する
イベントへ皆さんで来てもらうだけでなく、ご家庭
などで各自が楽しんでもらうことも考え、このコー
ナーでは、日食の仕組みや日食を安全に楽しむため
の観察方法などをご紹介していきます。
加えて、国立天文台天文情報センター広報室長の
渡部潤一教授、みさと天文台名誉台長の佐藤文隆
（京都大学名誉教授）、初代天文台長の尾久土正己
（和歌山大学教授）といった様々なゲストによる投
稿記事も掲載する予定です。
2009年の日食とは
比べ物にならないほ
ど多くマスコミなど
で取り上げられるで
あろう、2012年最大
の天文現象を皆で楽
しみましょう。

  学校だより
　「地域へのボランティア活動」
	 長谷毛原中学校

本校は毎年、地域の方々から中生会に活動資金を
寄付していただいたり、講師として色々な取り組み
にご指導をいただいたり、また文化祭には野菜など
をバザーとして提供していただくなど、日頃から大
変お世話になっています。そう言う意味で、本校は
地域への感謝の気持ちを込めて、毎年、ボランティ
ア活動に力を入れています。今年は春にアマゴ釣り
の前に「川清掃」を行いました。そして、夏休みに
は毛原宮にある「立ち巌」の手すりの「ペンキ塗
り」を行いました。全員でまずサビを落とし、サビ
止めを塗って、ハケで丁寧に真っ赤なペンキを塗り
ました。町内の向井中さんや弓庭さんも応援に来て
くださり、約２時間でとても綺麗にできあがりまし
た。とても暑い日でしたが、子ども達は黙々とペン
キ塗りを行っていました。一生懸命作業を行った後
の子ども達はとてもさわやかな表情でした。

歌
　
の
　
小
　
道

妖
怪
も
ア
イ
ド
ル
も
居
て
案
山
子
か
な
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

震
災
の
支
援
の
切
手
爽
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

秋
桜
や
主
張
し
な
い
と
い
ふ
主
張
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

青
北ぎ

た風
や
一
息
い
れ
て
薪
を
割
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

重
箱
を
両
家
で
囲
み
運
動
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

月
の
客
そ
れ
ぞ
れ
違
ふ
靴
の
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
愛
子

こ
の
丘
を
丸
ご
と
供く

げ華
に
今
日
の
月
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

対
岸
に
号
砲
鳴
り
て
運
動
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
哲
夫

稲
刈
機
行
進
曲
に
音
重
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

身
の
程
を
識し

る
て
ふ
齢よ

わ
い

秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

午
前
二
時
マ
イ
ク
は
「
避
難
し
て
下
さ
い
」

　
　
　
吾
は
う
ろ
う
ろ
す
る
ば
か
り
な
り
　
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

仰
ぎ
見
る
空
一
面
に
う
ろ
こ
雲

　
　
　
ラ
ジ
オ
体
操
息
深
く
吸
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

「
転
ぶ
な
病
む
な
」
交
々
言
ひ
て
手
を
振
り
て

　
　
　
尾
燈
は
萩
を
揺
ら
せ
て
ゆ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
山
本
綾
子

釣
り
て
来
し
小
鯵
の
か
ら
揚
げ
頬
張
り
つ

　
　
　
義
歯
入
れ
く
れ
し
医
師
に
謝
し
つ
つ
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

先
輩
の
や
さ
し
い
便
り
有
難
く

　
　
　
病
む
身
の
わ
れ
に
心
の
栄く

す

り

養
剤
　
　
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

太
陽
の
熱ほ

と
ぼ

り
さ
め
ぬ
肌
着
つ
け

　
　
　
窓
辺
に
夕
の
涼
し
さ
を
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

房
珠
を
し
っ
か
り
連
ら
ね
枝
撓
う

　
　
　
た
お
や
か
に
し
て
紫
式
部
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

何
事
も
受
け
と
め
よ
う
と
決
め
て
よ
り

　
　
　
日
々
の
生
活
や
す
ら
か
に
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

※
十
月
掲
載
分
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

息
深
く
調
へ
て
吹
く
草
笛
の

　
　
　
高
き
音
色
を
野
に
遊
ば
せ
る
　
　
　
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

姉
逝
き
て
空
き
家
の
庭
に
ひ
っ
そ
り
と

　
　
　
む
な
し
く
咲
き
し
一
輪
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
福
嶋
喜
代

「日食当日の空の様子
（太陽と月は２倍に拡大）」
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平
成
23
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
実
施

11
月
９
日
は
【
１
１
９
番
の
日
】

で
す火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時

季
を
迎
え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
11
月
９
日
（
水
）

か
ら
11
月
15
日
（
火
）
ま
で
の
７

日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万

全
で
す
か
・・・
？　

こ
の
機
会
に
、

忘
れ
が
ち
と
な
る
「
火
」
に
対
す

る
警
戒
心
の
高
揚
を
図
り
、
火
災

の
発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

去
る
９
月
４
日
か
ら
９
月
10
日

ま
で
の
救
急
医
療
週
間
に
ち
な
ん

で
町
民
の
み
な
さ
ま
の
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
と
共
に
、
救
急
医
療
関
係

者
及
び
職
員
の
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

老
朽
化
し
た

消
火
器
に
注
意

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に

よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

古
く
な
っ
た
消
火
器
が
あ
る
場
合

や
、
点
検
、
設
置
時
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
の
か
か
る
場
所
、
湿
気
の
あ

る
場
所
に
設
置
し
な
い
。

○
直
接
地
面
や
床
に
設
置
し
な
い
。

○
時
々
点
検
し
、
錆
び
や
傷
が
あ

る
場
合
は
耐
用
年
数
以
内
で
も

使
用
し
な
い
。

○
腐
食
が
あ
る
消
火
器
は
専
門
の

業
者
に
点
検
や
、
処
分
を
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。

○
新
た
に
消
火
器
を
設
置
さ
れ
る

場
合
は
、
破
裂
事
故
の
お
そ
れ

が
少
な
い
「
蓄
圧
式
」
の
消
火

器
を
設
置
し
て
下
さ
い
。

取
り
付
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

「
ま
さ
か
！
」
の
火
災
。
火
災

警
報
器
で
助
か
る
命
が
あ
り
ま

す
。
火
災
は
決
し
て
他
人
事
で
は

な
く
、
ど
こ
の
家
庭
に
で
も
起
こ

り
う
る
こ
と
で
す
。
万
が
一
の
時

で
も
、
火
災
警
報
器
が
あ
れ
ば
い

ち
は
や
く
火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ

ま
す
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が
就

寝
し
て
い
る
部
屋
と
、
寝
室
が
あ

る
階
の
階
段
部
分
へ
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
、
火

災
の
発
生
が
２
番
目
に
多
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
台
所
へ
の
設
置
に

も
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
付
け
る
位
置
は
？

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
十
分

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪
問

販
売
や
点
検
を
す
る
者
が
出
没
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

の
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
購
入
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
品
に
は
、「
鑑
定

マ
ー
ク
」
が
付
い

て
い
ま
す
の
で
購

入
時
の
目
安
と
し

て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部　

予
防
課
ま
で

　
（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
３
）

申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み(

問
い
合
わ
せ)

先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
ー
６
３
０
２
）

９月５日（月）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　向林医師）

９月13日（火）ドクターカー運用
（野上厚生病院　外科　堂西医師）

９月９日（金）一日救急隊長
（野上厚生病院病棟5階　山本看護師）

９月27日（火）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　神崎医師）

!!

サイレン吹鳴について
本年も秋季火災予防運動実施に
伴い、下記のとおりサイレン吹
鳴を行いますので火災等とお間
違えのないようにお願いします。

１．吹鳴日時　11 月９日（水）
　　　　　　　午前７時 00 分
２．吹鳴方法　一斉（１分間）

天井に設置する場合

壁に設置する場合

※壁又は、
はりから
0.6ｍ以
上離れた
位置に設
置する

※天井から0.15ｍ以上
0.5ｍ以内の位置に
ある壁

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
」

９月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 19（　） （　）

　（　）

19（　）
一 般 負 傷 13（　） （　） 13（　）
交 通 事 故 　（　） 　（　）

４（１） ４（１）
　（　）

そ の 他 （　）
合 計 36（１） 36（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
12
月
４
日
（
日
）
で
す
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本年１０月１３日から和歌山県最低賃金は、時間額６８５円となりました。
最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度を定め、使用者は、その最低賃金額以上の賃金を労働者に

支払わなければならないとする制度です。
なお、最低賃金法違反については、罰則が設けられています。
詳しいことは、和歌山労働局賃金室（０７３－４８８－１１５２）又は最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。

『必ずチェック　最低賃金！　使用者も　労働者も』

10月から11月にかけ、五穀豊穣を感謝する神嘗祭（か
んなめさい）、新嘗祭（にいなめさい）という収穫祭があり
ます。かつては、その年の新米を神様が召し上がる神嘗祭
が済み、その後で天皇が召し上がる新嘗祭が済むまでは一
般的に新米は食べない習わしでした。今は昔に比べ、早生
の米の作付けが多くなるにつれ、収穫が早くなり、９月初
旬には新米を食べることができるようになっています。

11月は山芋が旬で、新米と山芋のとろろ汁が伝承料理
の一つとなっています。

「山芋」は米よりも古い歴史をもっており、里で栽培さ
れる「里芋」に対し、山野で自生することからこの名がつ
けられたようです。山芋は虚弱体質や病後の回復に効果が
あり、精のつくことから「山うなぎ」とも呼ばれていま
す。

今回はこの山芋を使った栄養たっぷりのレシピをご紹介
します。新米の炊きたてご飯と一緒に晩ご飯の一品にいか
がでしょうか。

白身魚のじょうよ蒸し
（材料）2人分

山芋　　　　　　　　　　　　　１００ｇ
タラ（他の白身の魚でも良い）　２切れ
Ａ   酒　　　大さじ１/２　　　  塩　　　少々
Ｂ　卵白　　１個分　　　　　　みりん　小さじ１
　　塩　　　少々
Ｃ　だし汁　150cc
　　薄口しょう油　小さじ１　　みりん　小さじ１/２
　　塩　　　少々　　　　　　　片栗粉　小さじ１

（作り方）
１、タラは食べやすい大きさに切り、Ａを振っておく
２、山芋の皮をむき、酢水につけてアクを抜き、なめら

かになるようにすりおろす。（すりこ木を使い、す
り鉢でするとよいです）

３、（２）にＢを加え、さらによくする。
４、器に（１）を並べた上に（３）をかける。
５、蒸気の上がった蒸し器に（４）を入れ、蓋をして中

火で１２分蒸す。
６、鍋にＣを入れて火にかけ、アンを作り、蒸し上がっ

た（５）にかける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第17回）

編 集 後 記
11月、この季節朝夕気温がぐっと下がります。風邪な
どひかないよう健康管理には十分気をつけたいものです。
今月、文化祭をはじめ農林商工まつりや世界民族祭が
開かれます。皆さん、「芸術の秋」「味覚の秋」を楽し
んでください。

紀美野町の人口

（平成23年９月末現在）
紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,609人
 …………　男　 4,936人
 …………　女　 5,673人
 …………数帯世 4,617世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）
3日（木・祝） 9:00 ～ 文化祭【～５日】 中央公民館・文化センター 生涯学習課 489-5915

〃 10:00 ～ 文化祭（芸能大会）　 文化センター 生涯学習課 489-5915
〃 14:00 ～ プラネタリウム上映中止 みさと天文台 498-0305

4日（金）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【１３日(日)・２７日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
5日（土）12:00 〜 世界民族祭in真国【～６日（当日祭１0：００～）】りら創造芸術高等専修学校 世界民族祭実行委員会 497-0749

〃 12:30 ～ 文化祭（児童生徒発表会） 文化センター 生涯学習課 489-5915
〃 14:00 ～ プラネタリウム上映中止 みさと天文台 498-0305

8日（火） 移動町長室【２２日（火）１１：００～】 美里支所 総務課 489-5912
住民室 495-3471

11日（金）19:00 ～ 町民大学講座 文化センター 生涯学習課 489-5915
〃 　 21:00 ～ 出張観望会 文化センター みさと天文台 498-0305

12日（土） 9:00 ～ パークゴルフ「秋」大会 ふれあい公園 中央公民館 489-5915
16日（水）13:00 ～ 行政相談【～１５: ００】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
19日（土） 9:30 ～ 小川地区公民館作品展示会【～２０日】 小川地区公民館 小川地区公民館 489-4511

〃 15:00 ～ 星降る町の音楽会 文化センター 文化センター 495-9055
20日（日） 9:30 ～ 囲碁・将棋大会 中央公民館 中央公民館 489-5915

〃 10:00 ～ 和歌山県中学校総合体育大会駅伝競走大会 町内 野上中学校 489-2459
27日（日） 9:00 ～ 農林商工まつり 文化センター 産業課 489-5901

〃 13:30 ～ 動物愛護センターコンサート 県動物愛護センター （財）和歌山県文化振興財団 436-1331

11月
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上位入賞者の皆さん

10
月
５
日
、
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で
紀
美
野

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
第

６
回
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
が
開
か
れ
、
76
人
の
方
々

が
秋
晴
れ
の
も
と
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

ま
た
、
12
日
に
は
ふ
れ
あ
い
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
第
12
回

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、

113
人
の
会
員
が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

10
月
４
日
、
野
上
小
学
校
で
札

幌
交
響
楽
団
演
奏
会
（
平
成
23
年

度 

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化

芸
術
体
験
事
業
／
文
化
庁
）
が
開

か
れ
ま
し
た
。

国
際
的
指
揮
者
で
あ
る
円
光
寺

雅
彦
さ
ん
の
指
揮
の
下
、
ブ
ラ
ー

ム
ス
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
の

曲
が
披
露
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
目

の
前
で
見
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
迫

力
と
透
明
感
の
あ
る
音
色
に
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
楽
団

を
指
揮
す
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
あ
り
、
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。

５
日
に
は
、
野
上
中
学
校
で
も

同
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
・

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
開
か
れ
る
!!

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

札
幌
交
響
楽
団

演
奏
会
開
か
れ
る
!!

野
上
小
学
校

ゲートゴルフチャンピオン大会の結果
数字はスコアです。（敬称略）　

【男性】　　　　　　　　
　優　勝　高垣　正幸　（下佐々）46
　準優勝　弓庭　武彦　（長谷毛原）48
　３　位　前田　繁弘　（上神野）48

【女性】
　優　勝　池上　タマミ（小　川）44
　準優勝　仲　　節子　（下神野）50
　３　位　妹背　トミコ（下神野）50

和歌山地域の観光ＰＲ、地場産品や特産品を展示販
売することにより、多くの方々に、和歌山の良さや地
場産品の再認識を促す。

また、出店者には、出店企業間での交流及び消費者
ニーズ把握の機会を設け、地場産品の販売促進、新商
品開発の一助となるよう、和歌山地場産フェアを開催
します。
内　容

・展示、即売会
・体験コーナー（保田紙の紙すき、漆器蒔絵及び桐

の小物作り）
・実演コーナー（パイル織物の再織の実演）
・骨密度測定

入場無料。この機会に伝統ある和歌山の地場産業
をご覧ください。
日　時　　平成23年11月26日（土）～27日（日）
　　　　　１０：００～１７：００
会　場　　和歌山地域地場産業振興センター
お問合せ先
　（財）和歌山地域地場産業振興センター
　　　〒641-0012　和歌山市紀三井寺８５６番地
　　　℡　073-447-3334（代）　担当　松房・出口

　かじか荘から天文台までを歩く
ウォーキングです♪

今回は、星座の道(遊歩道)と、銀
河の道(自動車道)を歩きます。

このコースは、　約１万歩で歩け
ます。「健康のために『１日１万歩』
を歩きましょう！」と言われていま

すが、それと同じ距離です。
ウォーキングが初めての方も、天文の話はよくわ

からないという方も大歓迎です。
大自然の中を、紅葉を楽しみながら、一緒に歩き

ましょう！！
集 合 日 時：平成23年12月３日（土）　午後１時
　　　　　　　雨天順延12月11日（日）
集 合 場 所：かじか荘
参　加　費：無　料
スケジュール：13時・・・・・・かじか荘　集合
　　　    　　　　　　　　　ウォーキング 
　　　　　　　14時20分・・・天文台　到着
　　　（天文台の見学・望遠鏡の話・プラネタリウム）
　　　　　　　15時30分・・・天文台　出発
　　　　　　　　　　　　　 ウォーキング
　　　　　　　16時30分・・・かじか荘　到着・解散
【ウォーキングのコース】約6㎞（約1万歩）
  かじか荘→星座の道→天文台→銀河の道→かじか荘
●参加対象者：町内在住の方
●定員：35名（先着順）※1日保険に加入します。
●持ち物：飲み物、雨具等
●申し込み〆切り：11月25日（金）

☆申し込み・問い合わせ先☆
紀美野町役場・保健福祉課

TEL489-9960

あなたの健康づくりを応援します。
宇宙を学ぶ　リフレッシュ

天文台★ウォーキング
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